
第３節　鎌倉仏教の流入と布教

１　鎌倉仏教の成立


　武士が力を持つようになった平安時代末期から、世は平安でなくなった。そして中世、武士の世へ移行する。

　戦争をなりわいとする武士の台頭は、戦いの悲惨に泣く人々を数多く生みだした。


　仏法を修めた人々の中に、苦難にあえぐ民衆や、戦いに命を落とす武士を見て、悲惨の人々を救い末法の世に即した教えは何であるかと真剣に問う人が生まれ新たな佛教が発生したのは時代の要請であった。

鎌倉仏教の開宗年
　法然により　承安５年（１１７５）浄土宗が開宗した。

　栄西により　建久２年（１１９１）臨済宗が伝えられ開かれた。


　親鸞により　元仁元年（１２２４）『教行信証』が書かれ浄土真宗が始まった。


　道元により　安貞元年（１２２７）曹洞宗が伝えられ開かれた。


　日蓮により　建長３年（１２５３）日蓮宗が開宗した。


　一遍により　文永１１年（１２７４）時宗が開宗した。

　これらの鎌倉仏教が因伯の地に布教された状況については鳥取県史に詳しいが、浄土宗、浄土真宗、日蓮宗の３宗が、いつ羽合町に流入し、寺院が開山されたか。人々はどんな教えと出会ったか、加えて羽合町史後編の記述に訂正または新しく付加すべきことにどんなことがあるかをこの節でとり上げる。

